
里 場房塁集L位と生命活動の仕組みおよび細胞レベルから生態レベルまでの相互関係を含めた生物

学の基礎知識を身につけている。

【到速度】

① 生物学の関連用語を知つている。
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【到達日颯
桑L実験によつて、実証に基づいた自然科学的で客観的な論理性を習得できる。

【到達
彗lられた材料と方法を使って実験ができる。

8 委議電量籠墓与まこ馨二Ъ関連事項を考察できる。
理 場量督lkから生物や環境に関連する問題について考えることができる。

(9lilEI'-Cj-Eb+nl r.Hilf 6  A . **+hq omat t a "V 一",一――――´――一  ――一      っぃて考えることができる。
② 人文 。社会学分野の知識を活用して、生物や環境に

(15)生物学教育における情報教育

CCC生物学運営委員会は、学士力考察をとりまとめの後、

た。検討では、生物学の関連情報の所在・データ取得の体験、

22年 2月 に1回開催し

観察 。実験でのデータ作

成、データの分析 。評価法の理解などをとりあげたo

鶴 星電L塾とされる基礎的な情報通信技術を身につけている。
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昭青「繁警多殴辱言量Lを含めたレポート絶言り:革薔季事管雰轟聯恵皇彗性を確認する。②は、レポートまたはプレゼンテーションに

【
型湯忌霊姦l実験に情報通信技術が活用でき、結果の解析評価ができる。

【
己
違
璧湯の観察や実験に実験機器とソフト等が使用でき、適正なデータカく取得できる。

② 取得したデータを表計算ソフト等により処理、分析し、妥当性の評価ができる。

【教育内容・方法】
①と②は、観察や実験を通して、機器の取り扱いやデータの処理技術と結果の評価法を教える。

【到速度確認の測定手段】


